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広
幸長

お し
11月 の業務時間延長日

11/4,10,17,あ

荒砥駅交流施設の展示品を模様替えしました
「アラト今昔物語」をテーマに展示品の模様替えを行いました。

ぜひご覧<ださい。

らせ版

な
● 1階ロビ…

美術コーナー① 10月 に引き続き11月 30日 まで

守1
J卜 ヽ

油絵「奥入瀬」
故・梅津 五郎 氏 画 (白鷹町出身)

町に寄贈していただいた作品の中の一点です。

美術コーナー②  ll月 5日 から12月 25日 まで

「和紙人形展」
白鷹和紙人形研究会
古来から伝わる和紙の良さをそのままに、手づくりのぬくもりや

優しさが伝わつてきます。

● 1階フロアー

す 財た1ル 1欠夜舜
“
|●」

石沢仰峰さんの書です。

●鮎員郵便局ロビー
「深山和紙作品展」

今 トミ子さん (鮎貝)

(11月 28日 まで)

●鮎貝地区公民館ギャラリー

「若鮎～およぐ～作品展」

鈴木末夫さん (鮎貝)

(11月 9日 まで)

「西中学校生徒美術作品展」

(11月 11日 ～11月 30日 まで)NO.883



●
農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
教
室

▼
い
つ
　
Ｈ
月
野
Ｈ

（木
）
午
前
ｍ

時
”
分
～
Ｈ
時
”
分

▼
ど
こ
で
　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
と
　
妊
婦
さ
ん

（妊
娠
期
後

期
）
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
と
そ
の
家
族

▼
内
容

・
講
演

「絵
本
を
と
お
し
て
親
子
の

ふ
ね
あ
い
を
」

。
講
師
　
一』口
畠
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ

ン

・
り
ぼ
ん
代
表
　
」品
橋
裕
子
さ
ん

■
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
生
涯

学
習

・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

（雪
絲
―

６
１
４
７
）
ま
た
は
、

健
康
福
祉
課

健
康
推
進
係

（常
％
１
０
２
１
０
）

宅

話

会

「
司

馬

遼

太

郎

の
世

界

」

「竜
馬
が
行
く
」

「燃
え
よ
剣
」
な

ど
で
知
ら
れ
る
作
家
、
司
馬
遼
太
郎

氏
に

つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
ぃ

▼
い
つ
　

Ｈ
月
い
口

（ｌｉ
）
夜
７
時

▼
ど

こ
で
　
束
根
地
区
公
民
館

▼
講
師
　
一膝
沢
川
平

・
―‐Ｊ
馬
遼
太
郎

研
究
会
代
表
　
菅
原
文
雄
さ
ん

▼
参
加
料
　
無
料

▼
中
込
し
め
き
り
　
Ｈ
月
”
日

（水
）

■
中
込

・
問
い
合
わ
せ
　
束
根
地
区

公
民
館

（雪
絲
１
２
２
２
８
）

第
７
回
ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

▼

い

つ
　

Ｈ
月

５
日

（十
）

５
時

知

分

開
場
、

午
後

６
時

間
演

▼
ど

こ
で
　

鮎

只
地

区
公

民
館

▼
出
演

　
弦

楽
合
奏

団
ゲ

ッ
ゲ

ロ
ツ

リ
ス
テ
ン

▼
山
口
　
ｔ［
彙
城
恋
歌
、
風
の
庄

（魔

女
の
宅
急
使
）
、
ハ
ッ
フ
ェ
ル
ベ
ル
の

カ
ノ
ン
ほ
か

▼
チ
ケ

ッ
ト

・
大
入
１
０
０
０
円

・
高
校
生
以
Ｆ
５
０
０
円

＊
未
就
学
児
の
人
場
は
、

実
行
委
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
チ
ケ

〕
卜
販
売
　
鮎
貝
地
区
公
民

館
　
ヤ

マ
シ
チ
　
町
立
図
書
館
　
各

実
行
委
員

■
‐ｌｌｌ
い
合
わ
せ
　
ハ
ー
モ
ニ
ー

コ
ン

サ
ー
ト
実
行
委
員
会

・
御
代
Ш

（８

い
１
３
５
２
３
）

た
く
ろ
う
所
開
設
の
た
め
の
企
画

運
営
メ
ン
バ
‥
を
募
集
し
ま
す

在
宅
介
護
支
援
を
勉
強
し
よ
う
会

で
は
、

誰
も
が
、

い
つ
で
も
利
用
で

き
る
施
設
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か

Ｌ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ソＪ
で

「た
く

ろ
う
所
」
を
み
ん
な
の
手
で
開
設
し

よ
う
と
い
う
運
び
に
な
り
ま
し
た
．

開
設
準
備
に
あ
た
り
、
企
画
運
営
に

＾
緒

に
携
わ

っ
て
い
た
だ
け
る
か
た

を
募
集
し
ま
す
。

「た
く
ろ
う
所
」
と
は
ど
ん
な
と
こ

ろ
な
の
か
、

次

の
よ
う
な
日
程
で
視

察
研
修
を
行
い
ま
す
。

▼
い
つ
　
ｍ
月
昴
Ｈ

（Ｌ
）
、

Ｈ
月
６

日

（木
）
、

Ｈ
月
９
日

（日
）

▼
時

――ｌｌ
　
午
前
９
時
、

健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
集
合

▼
視
察
研
修
先
　
米
沢
市
生
活
協
同

組
合
た
く
ろ
う
所

■
中
込

・
問
い
合
わ
せ
　
江
＝

（８

肺
１

２
７
０
０
）
、
佐
竹

（な
綿
１

３

，
日
７

１１
月
の
農
業
委
員
会
総
会
は
１１
月
２５
日

（火
）
で
す
。
農
地
法
関
係
の
申
請
し
め
き
り
は
１１
月
１０
日

（月
）
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
由辰
業
委
員
会
農
政
振
興
係

（８
８５
‐
６
１
２
８
）

７
６
５
・夜

‐ｉｌｌ
の
み
）

（代
表
　
安
部

英

Ｆ́
）

蚕
桑
紬
パ
ー
ク
屋
内
運
動
場
の

冬
期
の
利
用
申
込
受
付
に
つ
い
て

冬
期

（”
月
～
３
月
）
の
利
用
中
し

込
み
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、

町
内

の
団
体
を
優
先
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
今
回
は

町
内
団
体
を
対
象
と
し
ま
す
。

▼
中
込
方
法
　
団
体
名

・
代
表
と
氏

名
と
連
絡
先

・
利
用
希
望
口

・
希
望

時
―ｌｉｌ
を
書
い
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（様
式
自
由
）

▼
じ
め
き
り
　
Ｈ
月
４
Ｈ

（火
）

▼
調
整
会
議
　
同
時
な
ど
を
調
整
す

る
利
用
調
整
会
議
を
Ｈ
月
”
日

（水
）

夜
７
時
か
ら
中
央
公
民
館
で
行

い
ま

す
。
中
し
込
ん
だ
団
体
の
代
表

の
か

た
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
ぃ

■
中
込

・
聞
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員

会
生
涯
学
習

・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

（雪

絲
１

６
１
４
７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
絲
―

つ
一
１

８
３
）

牛
乳
パ
ッ
ク
利
用
紙
す
き
体
験

牛

乳

バ

ッ
ク
で
オ

リ
ジ
ナ

ル
は
が

さ
を

つ
く

っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼

い

つ
　

Ｈ
月

１５
日

（１‐
）

一
午
前

９
時

ヽ

Ю
時
、

●
一午

前

ｍ
時

即
分

ヽ

Ｈ
時

測
分
、

い
午

後

１
時

～

２
時
、

中
午
後

２
時

脚
分

ヽ
３
時

知
分

▼
定

員
　
各
時

――ｌｊ

帥
人

▼
ど

こ
で
　

千
代

田
ク
リ
ー

タ
セ

ン

タ
ー

▼
講
師

　
長
井
消
費
生

活

の
会

▼
中

込

じ
め
き
り
　

ｍ
月

劇
Ｈ

（金
）

＊
材

料

及

び

器

ｌｔ

は
、

千

代

田

ク

5 水11ま
ん
_牛][内 0」 IIイニ

ー
J「〒

=言
′

三二J車立L三孔J_二

'1_05,tl了

三■112二生
6 木|二里午̂雲議⌒奎

～
壺戸焼1日

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
準
備
し
ま
す
。

■
中
込

・
問
い
合
わ
せ
　
千
代
旧
ク

リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
施
設
第

二
係

（８

０
２
３
８
１

訴
１
４
０
０
４
）

地
元
選
出
の
県
議
会
議
員
に
よ
る

地
域
議
員
協
議
会
を
開
催
し
ま
す

地
元
議
員
に
よ
る
地
域
の
課
題
や

施
策
展
開
の
審
議
を
行
い
ま
す
。
公

開
で
行
い
ま
す

の
で
、

傍
聴
を
希
望

さ
れ
る
か
た
は
、

当
日
会
場
で
直
接

お
巾
し
込
み
く
だ
さ
い
ぃ

▼
い
つ
　
Ｈ
月
Ｈ
日
（火
）
午
後
１
時

▼
ど
こ
で
　
は
賜
総
合
支
庁
西
庁
合

■
開
い
合
わ
せ
　
県
議
会

，
務
局
政

策
調
査
室
　
（８
０
２
３
１

６
３
０

１
２
７
２
５
）

秋
の
火
災
予
防
運
動

Ｈ
月

９
Ｈ

（
日
）
か
ら

い
Ｈ

（ｌｉ
）

ま

で
秋

の
火
災

予
防

週
―ｌｉｌ

で
す
。

＾
段

と
寒

く
な

り
暖

房

器
具
を
使

用
す

る
季
節

に
な

り
ま
し
た

が
、

安

全

の
た
め
使

用
す

る
前

に
は
必
ず

点

たし しやない t」 のみそ汁

|ご はん 牛
=L ll内

の生姜焼き7 金
1際 5続 /1≡お大膿あ

=ま
言
帆
キトI

ちょうりじょうゆうびん
～おしらせ版～

秋らしい気候になってきました。 「食欲の秋」ともいうように、秋はたくさんの作

物を食べることができます。給食では、柿やり)ゴ といった果物から、サンマなど秋

を感じる代表的な食材を取り入オ1て献立を作りました。今では店に行けば 1年 中食材

が並んでいます。そんな中でも食材の句というものをできるだけ子どもたちにわかっ

てもらえオ1ば と思っています。

農作物についてですが、冷夏の影響でホウしシツウなどが不作だつたため、自鷹産

を使いたくても使うことができませんでした。せめて山形県内産と思い業者のかたに

探していただいたのですが、給食のように大量に使用する場合は、数量の確保が難し

かったようです。天候にムi liさ オ1やすい農作物ですが、来年は、天候にも恵まれてた

くさんの収穫を期待しています。また、 これからの時期に使用できる白菜やネギなど

は、できるかぎり自r:産 を利用し、子どもたちに味わってもらいたいと考えています。

白鷹でとれたと開けば、何よりもおいしさが増すのではないかと思います。

今月のおらほの食材
町内産 ネギ、 自菜、キュウリ、り)ゴ、人根、 シイタケ、キャベツ

県内産 カブ

卑il]チ喚 些まあ言L____

●「結婚相談室」の開設 ▼いつ 11月 11日 (火 )午後 3時～ 78守 ▼どこで 老人福祉センター (荒砥地区公民館東倶1)。
▼相談料 無料 ■問い合わせ 商工観光課 (885-6136)

―

【11月 の学校給食献立表】

41火
ごはん 牛手L さまのOl嗜煮 磯香禾□え

日 曜1     献  立  名

華風コーンスープ 野菜15」 なけ

1                      -―

樺
革 準 墨 Jこ墾 型 皇 里 塾 三うん   ___
17月

|]腎無ッム譜が思紀貨
も
[墓ごF昴そ汁

☆蚕桑小リクエスト献立☆ 0つあこまん ■子t ,,,シ スーテ

ごはん 牛手し なつあの酢月ア風 キヤバツのみそ汁
ほうれん草ともやしのあ乱 ン 型17tき じマチー要いちご
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投 最 ▼
出
演
　
弦
楽
合
奏
団
ゲ
ッ
ゲ
ロ
ツ
　
一

佐
伯

電́
＆
１
３
　
一　
＊
わ
お
琴
こ
留
ξ
に
　
ｌ
ｒ
Ｈ
ι

一

●
代
理
投
票
に
つ
い
て

身
体
の
都
合
な
ど
で
字
が
吉
け
な

い
場
合
で
も
、
投
票
所
で
中
し
出
れ

ば
代
理
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
棄

権
し
な
い
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
も
で
き
ま
す

●
不
在
者
投
票
が
で
き
る
か
た

投
票
口
当
日
、
次
の
よ
う
な
理
由

で
不
在
に
な
る
方
は
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。

■
冠
婚
葬
祭
な
ど
、
や
む
を
得
な
い

川
務
に
従
■
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
た

●
疾
病
、
出
産
な
ど
で
、
投
票
日
当

日
、
投
票
で
き
な
い
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
か
た

，３‐
自
分
の
属
す
る
投
票
区
の
区
域
外

に
お
い
て
旅
行
中
ま
た
は
滞
在
中

の
か
た

不
在
者
投
票
所
は
中
央
公
民
館
１

階
の
文
化
実
習
室
で
す
．
本
人
が
直

接
お
出
で
に
な
り
、
不
イー‥
者
投
票
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
．

業
務
に
従
■
す
る
た
め
他
の
市
町

村
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、
郵

使
で
投
票
用
紙
を
請
求
で
き
ま
す
が

こ
の
場
合
、
郵
使
の
往
復
に
日
数
が

か
か
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
選
挙

管
理
委
員
会
で
請
求
の
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
．
な
お
、
衆
議
院
議

員
総
選
挙
の
投
票
用
紙
に
つ
い
て
は

選
挙
の
告
示
日

（
１０
月
２８
日
）
以
前

で
も
請
求
で
き
ま
す
．
（国
民
審
査
の

投
票
用
紙
は
Ｈ
月
２
日
か
ら
請
求
で

き
ま
す
。
）

ま
た
、
自
鷹
町
立
病
院
や
白
光
国

な
ど
の
施
設
に
人
所
中
の
か
た
は
、

そ
の
場
所

（施
設
内
）
で
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
の
職
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い

不

在

者

投

票

の
期

間

◆
衆
議
院
議
員
総
選
挙

（小
選
挙
区
ｏ
比
例
代
表
）

１。
月
２８
日
（火
）
～
Ｈ
月
８
日
（Ｌ
）

◆
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

Ｈ
月

２

日

（
日

）
～

Ｈ
月

８

日

（
卜

）

い
ず
れ
も
時
間
は
、
午
前
８
時
３。
分

か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。
（――
。日
・

祝
日
も
で
き
ま
す
［
）

※
１。
月
２８
日
か
ら
Ｈ
月
１
日
の
――――
に

衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
不
在
者
投
票

を
終
え
た
場
合
で
も
、
Ｈ
月
２
日
以

降
に
国
民
審
査
の
不
イー‥
者
投
票
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
ぃ
ま
た
、
Ｈ
月

９
日
投
票
日
当
日
に
も
国
民
審
査
の

み
の
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す

郵

便

投

票

制

度

に

つ

い

て

郵
使
投
票
―ｌｉｌｌ
度
と
は
、
両
ド
肢
等

障
害
で
１
級
も
し
く
は
２
級
、
内
臓

■

１
機
能
の
障
害
１
級
も
し
く
は
３
級
、

ま
た
は
戦
傷
病
者
の
か
た

（
い
ず
れ

も
自
書
す
る
こ
と
が
可
能
な
か
た
）

を
対
象
と
し
、
投
票
所
へ
行
か
な
く

て
も
自
宅
で
投
票
で
き
る
と
い
う
も

の
で
す
．

な
お
、
自
宅
で

「郵
使
投
票
」
す

る
た
め
に
は
選
挙
管
理
委
員
会
が
発

行
す
る

「郵
使
投
票
証
明
占
」
が
必

要
に
な
り
ま
す
ｃ
こ
の
証
明
吉
の
中

請
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
が
、
投
票

用
紙
の
請
求
は
投
票
日
の
４
日
前
ま

で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
希
望
な
さ
る
か
た
は
お
早
め
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

白
鷹
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局

（８
８５
‐
６
１
２
０
）

お
知
ら
せ

衆
議
院
議
員
選
挙
の
小
選
挙
区
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
「
月
９
日
の
衆

議
院
議
員
選
挙
か
ら
新
し
い
選
挙
区
で
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

改定後改定前

「
『
聡
風
聴

衆
議
院
議
員
総
選
挙
と

高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の

票
日
で
す
。

投
票
で
き
る
か
た
は

平
成
１５
年
７
月
２７
日
以
前
か
ら
引

き
続
き
白
鷹
町
の
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る
か
た
で
、
昭
和
５８

年
Ｈ
月
１。
日
以
前
に
生
ま
れ
た
か
た

（満
２。
歳
以
１１
）
で
す
。

な
お
、
平
成
１５
年
７
月
２８
日
以
降

に
自
鷹
町
に
転
人
さ
れ
た
方
は
、
以

前
の
住
所
地
で
投
票
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
前
住
所
地
の
選
挙

管
Ｊ‐――
委
彙
会
に
お
――ｌｌ
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
¨

投
票
時
間
は

投
票
日
の
投
票
時
間
は
、
午
前
７

時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

（黒
鴨
、
人
瀬
、
針
生
投
票
区
は
午

前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
）

投
票
に
あ
た

っ
て
の
注
意
事
項

●
投
票
用
紙
の
書
き
方

は
じ
め
に
、
小
選
挙
区
選
挙

（薄

い
藁
色
に
黒
色
印
刷
）
の
投
票
を
行

い
ま
す
¨
投
票
用
紙
に
は
候
補
者

＾

人
の
氏
名
を
占
き
、
投
票
箱
に
投
票

し
ま
す
。

次
に
、
比
例
代
表
選
挙

（薄
い
水

色
に
赤
色
印
刷
）
の
投
票
と
国
民
審

査

（薄
い
桃
色
に
黒
色
印
刷
）
の
投

票
を
行
い
ま
す
。
比
例
代
表
選
挙
の

投
票
用
紙
に
は
政
党
等
の
名
称
を
占

き
、
国
民
審
査
の
投
票
用
紙
に
は
や

め
さ
せ
た
い
裁
判
官
が
い
る
場
合
だ

け

「
×
」
を
記
入
し
、
や
め
さ
せ
な

く
て
も
よ
い
裁
判
官
に
つ
い
て
は
投

票
用
紙
に
何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ

い
。
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
投
票
箱

に
投
票
し
て
く
だ
さ
い
ｔ

●
入
場
券
に
つ
い
て

入
場
券
を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く

だ
さ
い
．
も
し
紛
失
し
て
も
投
票
で

き
ま
す
の
で
、
そ
の
場
合
は
投
票
所

の
受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
人
場
券
は
‐０
月
２２
日
現
在

の
居
住
地
で
発
行
し
ま
す
の
で
、

１０

月
２３
日
以
降
に
転
居
さ
れ
た
方
は
、

前
居
住
地
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く

だ
さ
い
」



検

を
行

っ
て
く
だ

さ

い
。

火
災

の
原

因

に
は
、

コ
ン

ロ
、

タ

バ

コ
、

電
気
、

た
き
火
な
ど

が
あ

り

ま
す

が
、

ほ
と
ん
ど

が
ち

よ

っ
と
し

た
不
注
意

に
よ

る
も

の
で
す
。

火

を

使

用
す

る
際

は
十

分

に
注
意

し
火
災

を
起

こ
さ
な

い
よ
う

に
し
ま
し

ょ
う
。

※
Ｈ
月

９
日
か
ら

』
口
ま

で
、

朝

７

時

と
夜

７
時

に
警
鐘

を
打
鳴

し
ま
す
。

火
災

と
間
違

え
な

い
よ

う

に
し

て
く

だ

さ

い
。

◇

統

一
標
語

『
そ

の
油
断

　

火

か
ら

炎

へ
　

災

い

き

■
問

い
合

わ

せ
　

消
防
署

白
鷹

分

署

（８
８５
‐
５
２
４
２
）

リ
バ
ー
ヒ
ル
長
井
職
員
募
集

▼
職
種
と
人
数

①
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
１
　
１
人

②
管
理
栄
養
±
　
１
人

③
介
護
職
員
　
若
干
名

④
常
勤

ヘ
ル
バ
ー
　
若
千
名

⑤
登
録

ヘ
ル
パ
ー
　
若
千
名

▼
必
要
な
資
格
　
①
②
一は
有
資
格
者
、

④
Ｏ
は

ヘ
ル
バ
１
２
級
以
上
、

い
ず

れ
も
経
験
者
優
遇

▼
受
付
期
間
　
定
員
に
な
る
ま
で

▼
必
要
書
類
　
履
歴
書
、

資
格

・
免

許

の
写
し

■
応
募
先

・
問
い
合
わ
せ
　
介
護
老

人
保
健
施
設
リ
バ
ー
ヒ
ル
長
坪

（富

８４
‐

７
５
７
５
）

性
感
染
症
「
ク
ラ
ミ
ジ

ア
」
の

相
談
・血
液
検
査
に
つ
い
て

性
感
染
症

「ク
ラ
ミ
ジ
ア
」
が
若

者
を
中
心
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ

れ
は
性
行
為
に
よ

っ
て
感
染
し
、

症

状
は
、
男
性
で
は
排
尿
困
難
や
排
尿

時
痛
、
女
性
は
お
り
も
の
が
増
え
る

程
度
で
多
く
の
場
合
白
覚
症
状
が
な

い
ま
ま
進
行
し
、

重
症
化
す
る
と
不

妊

の
原
因
に
も
な
る
の
で
、

き
ち
ん

と
治
療
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ю
月
か
ら
次
の
よ
う
に
相
談

・
血

液
検
査
を
開
始
し
ま
す
。

▼
実
施
口
時
　
毎
週
月
曜
日
　
午
後

２
時
Ю
分
か
ら
３
時
Ю
分
ま
で

＊
電
話
で
の
相
談
に
は
、
上

・
日

・

祝
祭
日
を
除
き
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
に
対
応
し
ま
す
。

▼
実
施
場
所
　
置
賜
保
健
所

▼
内
容
　
保
健
師
に
よ
る
個
別
相
談

及
び
希
望
に
よ
り
血
液
検
査

盆
（料
）

＊
ブ

ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
置
賜
保
健
所
地
域

保
健
予
防
課
感
染
症
予
防
係

（容
０

２
３
８
１

２２
‐

３
０
０
２
）

税
を
知
る
週
間

Ｈ
月
Ｈ
Ｈ

（火
）
か
ら
１７
Ｈ

（月
）

ま
で
は
、

「税
を
知
る
週
間
」
で
す
。

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、

皆
さ
ん

が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら
し
が
で
き

る
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行

っ

て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
財
源
は
税

に
よ

っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

税
は
、

こ
の
よ
う
に
大
切
な
財
源

で
あ
り
、

生
活
の
向
上
、

安
全
、

共

同
社
会

の
維
持

の
た
め

の
い
わ
ば

「会
費
」
で
あ
る
と
い
え
ま
し
よ
う
。

今
年
も
、

「暮
ら
し
を
支
え
る
税
」

を
テ
ー

マ
に
、
広
く
皆
さ
ん
に
税
の

意
義
や
役
割
に
つ
い
て
理
解
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
座
談
会
を
開
催
す

る
な
ど
各
種
広
報

・
広
聴
活
動
を
行

い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
税
金
の
仕
組
み
や

使
い
道
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は
い

か
が
で
し
よ
う
か
。

■
問
い
合
わ
せ
　
長
井
税
務
署

（雪

８４
‐
１
８
１
０
）

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

登
録
更
新
の
お
知
ら
せ

日
本
下
水
道
協
会
山
形
県
支
部
に

登
録
さ
れ
て
い
る
責
任
技
術
者
で
、

登
録

の
有
効
期
限
が
平
成
１６
年
１
月

３‐
日
ま
で
の
か
た
は
、

登
録
地
の
市

町
村
で
の
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
所
属
指
定
店

の
変
更
な

ど
に
よ
り
登
録
市
町
村
を
変
更
す
る

場
合
は
、

新
し
い
登
録
市
町
村
で
手

続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
必
要
な
手
続
き
　
①
登
録
更
新

の

図書館だより

■
私 が 薦 め る 一 冊 図 書 館 協 議 会 委 員 紺 野  信 吾

「風邪の効用」

野口晴哉 著                    |
ちくま書房                     ,

知らないかもしれないが、風邪をひくとがん細胞が衰退し、

硬化した脳血管に弾力が生まれ、こわばった神経組織にゆとり

ができ、肝臓の腫ねがひく。想像ができないかもしれないが、

季節にあわせるために人の体は、節目節目に脱皮のごとく小さ

な風邪を繰り返している。

信じることができないかもしれないが、風邪は最大の健康法

である。著者・野口晴哉は毒の中に薬を見、悪を前に転換し、

人の深層に広がる壮大な青空を信じて疑わなかった希有の天

才であった。
「風邪の効用」は、40年 前に書かれた復刻版で、今年だけで

10万 部以上売れている健康書の名著であり、古今東西を問わず、

ベスト1です。

■今月の新刊
蒼い瞳とニューアージュ・松岡圭祐/「新 しい人」の方へ・大江

健二郎/あの世心得・永六輔/嵐山殺景・澤田ら、じ子/安政大変・

出久根達郎/ア ンダーキル・レナー ド チャン/い ちばんやさし

い自治体財政の本・小坂紀一郎/いつも君の味方・さだまさし/
生まれてよかった・広瀬飛―/絵島団十郎・早瀬詠―朗/え りこ |

の冒険・渡辺えり子/お洒落な大人の盆栽入門・森前誠二/お しゃ

れの賞味期限・西村玲子/思 い入れ歌謡劇場・渡辺えり子 /女の

となり ,乃南アサ/快楽の封筒・坂東真砂子/風邪の効用・野口

春哉/学校が泣いている・石井昌浩/からだを蝕むウイルスのす

べてがわかる本・田中耕太郎/環境時代の構想・武内和彦/黒川

能と興行・桜井昭男/′いが躍る布が踊る和布のスカー ト・今村洋

子/50代からパソコンを使いこなす本・菅原孝雄/孤独力・津

田和寿澄/「歯科」本音の治療がわかる本・熊谷崇/詳細図鑑き

のこの見分け方・大海秀典//住基ネットで何が変わるのか・榎並

利博/

■ 1¬ 月の休館 日 11/3、 10、 16、 24■

●
勤
労
者

「メ
ン
タ
ル

・
健
康
」
無
料
相
談

▼
い
つ
　
１１
月
６
日

（本
）

■
ど
こ
で

・
問
い
合
わ
せ

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

長
丼
市
西
置
賜
郡
医
師
会
館

（８
８８
‐
２
９
５
８
）

第 197回 お話の会

紙芝居や読み聞かせをおこないま

す。みんなでおいでください。

図書館にて

申
請
　
②

更
新
講

習
会

の
受
講

▼
中
請
期

間

　

Ｈ
月

４
日

（火
）

～

２８
Ｈ

（金
）

■
中

請
先

・
問

い
合

わ

せ
　

建

設
水

道

課
ド
水
道
管

理
係

（
雷
絲
１

６
１

３
８
）

平
成
・５
年
十
勝
沖
地
震
災
害
被
災
者

に
対
す
る
義
援
金
を
受
け
付
け
ま
す

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
去
る
９
月

２６
日
に
発
生
し
た
卜
勝
沖
地
震

の
被

災
者
に
対
す
る
義
援
金
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間
　
Ｈ
月
４
Ｈ
（火
）
ま
で

■
受
付
窓

□
　
健
康
福
祉
課
福
祉
係

（雪
８６
‐
０
・
・
・
）

フ
ラ
ワ
‥
長
井
線
「折
り
た
た
み

時
刻
表
」
訂
正
の
お
願
い

平
成
１５
年
１０
月
１
ロ
ダ
イ
ヤ
改
正

に
伴
い
発
行
し
ま
し
た
フ
ラ
ワ
ー
長

井
線
列
車
時
刻
表

（ポ
ケ

ッ
ト
）
の

一
部
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫

び
す
る
と
と
も
に
、

左
記
正
誤
衣

の

と
お
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
山
形
鉄
道
株
式
会

社

（８
８８
‐
２
０
０
２
）

●移動内職相談…▼いつ 11月 11日 (火)午前 10時～昼 120寺

■問い合わせ 西置賜総務課 (888-51
▼どこで パワーセンター白鷹

11)ま たは町商工観光課 (885-6136)0

」R今泉駅列車時刻表 「上 り」

訂正箇所 誤 正

始発 羽前椿発 16:01 6:01

始発 月ヽ国発 16:09 6:09

羽前小松駅発 9:32 9:33

羽前小松駅発 19:34 19:33

」R今泉駅列車時刻表 「下 り」

訂正箇所 誤 正

羽前小松駅発 14:22 15:2



母子健康手帳の交付

お母さんとお子さんの健康を守るために、

妊婦さん全員に交付しています。

●随時交付しますが、担当が留守の時もあ

りますので、あらかじめ電話などでご連

絡ください。

●場所 :健康福祉センター

神経芽細胞種検査の尿提出日

神経芽細胞種は子どもに多いガンの一種

です。早期発見・早期治療のために、生

後6～ 7カ 月の赤ちゃんの尿を検査して

います。

●日時 :11月 4日 (火 )午前10時 まで、健

康福祉センターにお届けください。

*提 出予備日 :11月 11日 (火 )

●対象児 :平成15年 4月 生まれ

↑   赤ちゃん健診

●日程 :

月  日 健  診 対象児

11月 5日 (水 )

3カ 月児 平成15年 7月 生まれ

9カ 月児 平成15年 1月 生まれ

11月 26日 (フk)
1歳
6カ 月)里

平成14年2月 21日 ～

平成14年5月 20日 生まれ

●会場 :健康福祉センター

●内容と受付時間 :

3カ 月児…昼12時 30分～午後 1時

9カ 月児…午後 1時～ 1時20分

1歳 6カ 月児…

平成14年 2月 21日 ～4月 5日 生まれ

…昼12時 30分～12時 55分

平成14年 4月 6日 ～ 5月 20日 生まれ

…午後 1時～ 1時 25分

●持ち物 :母子健康手帳、バスタオル、事

前に郵送された問診票、 3カ 月児健診の

かたは≫防接種予診票

●注意 :

*母子健康手帳の「保護者の記録」を必ず

記入しておいでください。

*3カ 月児健診と9カ 月児健診を同日に開

催し,1歳 6カ 月児健診は誕生日で受付

時間をずらしています。待ち時間を少な

くするためですので、ご協力ください。

*お子さんが当日具合がわるかったり、最

近人にうつる可能性のある病気 (水ぼう

そう、手足口病、突発性発疹、とびひなど)

にかかった時は前もってご連絡ください。

両親 学級 (後期 )

●日程 :11月 20日 (木 )

●対象者 :平成15年 12月 ～平成16年 3月 に

出産予定のかた

●会場 :健康福祉センター

●内容 :赤 ちゃんの保育と栄養 。お風呂の

入れ方・家庭教育学級など

●時間 :午後 1時 ～4時

●申し込みは、11月 18日 (火 )まで電話で

お願いします。

ツベルクリン反応検査とBCG接種

●日程 :

ツベルクリン…11月 12日 (水 )

BCG… 11月 14日 (金 )

●受付時間 :午後 1時 ～ 1時20分

●会場 :健康福祉センター

●対象児 :平成15年 4月 1日 ～平成15年 6

月30日 までに生まれたお子さん、または、

それ以前に生まれ、まだ接種していない

お子さん

●持ち物 :BCG予防接種予診票 (ツ ベル

クリン反応検査の予診票は当日会場で準

備します)、 母子健康手帳

はしかが流行しています。 1歳を過ぎたら

なるべく早く予防接種を受け、お子さんを

はしかから守ってあげましょう。

11月 の町立病院救急診療医師
夜間、土曜、 日曜、祝日等の救急診療における医師の担当科です。救急診療を受け

る場合の参考にしてください。なお、都合により変更になる場合がありますので、ご
了承願います。

日直 (土曜、 日曜、祝 日の昼間)及び当直 (夜間 )

日 曜 昼   間 夜 間 日 躍 昼   間 夜   間
1 土 内  科 内  科 日 肉 内   科

日 内  科 内  科 17 月 内   科

月 未   定 内  科 18 火 夕ヽ    禾斗
火 夕ヽ    禾斗 タト     禾斗
水 夕ヽ    オ斗 20 木 整形外科
木 内   科 金 肉   利

7 金 内   科 土 産婦人科 産 婦 人 科

8 土 産婦人科 産婦 人科 日 産婦人科 産婦人科

日 産婦人科 産婦 人科 月 未   定 外   科
10 月 夕ヽ    千斗 火 夕ヽ    矛斗
11 火 夕ヽ    千斗 水 外  科

フk 夕ヽ    禾斗 木 産婦人科

木 産婦 人科 28 金 内  科

金 内   科 土 内   科 内  科
土 肉   秘 肉   剋 30 日 内   科 内   科

広報しらたかおしらせ版 □編集・発行 向店田]企画F果 111形 県西置賜郡「 l lr/1田 ]大字荒砥甲83380238(85)211l Fは 0238(85)2128 E1ll`‖ lkik`tku@solc)、 nヽ shir`llak`Ly〔 u11で lgatajl)

総合検診

(結核・基本・胃がん・大腸がん。予Lがん・

子宮がん・前立腺がん。月干炎ウイルス検診)

●受付時間 :

乳がん 。子宮がん 1二 自i7:30^V8:30
結核・基本・胃がん
大腸がん・前立腺がん

肝炎ウイルス
午前 7:30^シ 9:30

*11月 の検診は午前のみです。ご注意くだ

さい。

*11月 28日 が今年最後の検診日となります。

それまでに検診を受けられなかったかた

は、この目に受診してください。

●料金

結核検診 ■I     米斗

基本検診 (19～ 29歳 ) 5.000円
基本検診 (30～ 39歳 ) 3000円
基本検診 (40～ 69歳 ) 2,300円
胃がん検診 1,600円

大腸がん検診 700円

前立腺がん検診 2.300円

乳がん検診 500円

子宮がん検診 1,500円

肝炎ウイルス検診 1,000円

*70歳以 L(昭和9年4月 1日 以前生まれ)

のかたはすべて無料です。

●対象者 :

。結核検診・基本検診…

昭和60年 4月 1日 以前に生まれたかた
・子宮がん 。乳がん検診…

昭禾Π49年 4月 1日 以前に生まれたかた
。胃がん・大腸がん・前立腺がん検診…

昭和39年 4月 1日 以前に生まれかた
。肝炎ウイルス検診…節口を迎えるかた

愛の献血にご協力ください

全血 (200cc・ 400cc)

10月 29日 17k)一般相談
1月 5日 (水 )弁護士相談並びに一般相談
1月 12日 (水)一般相談
1月 19日 は)一般相談

10月 31日 ま で の 納 期
●町 県 民 税・・・……………3期
●国 保 税………………5期
●介護保険料 (普通徴収)・…5期
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月  日 場  所 対象町内

11月 18日 (火 )

健康福祉センター
riテ 1+の 目】 荒砥地区の女性

11月 28日 (金 )

健康福祉センター

1追加,事業所がん検診|

今まで検診を受け
られなかったかた
,事業所がん検診
を希望されるかた

月  日 時  間 場   所

11月 26日 (木 ) 9:30-16:00 中央公民館


